（様式１）
	受付番号
	


　

平成２１年度半島らしい暮らし・産業創生調査　応募申請書

	申請者
	申請者名

（個人・団体）
	

	
	代表者役職・氏名

（個人の場合は記載不要。

押印又は署名のみ。）
	
	押印又は署名

	
	所在地

（個人の場合は住所）
	〒


	連絡担当窓口
	部署・役職

（職業）
	※　団体の場合は当該団体における窓口担当者の部署・役職を記載

※　個人の場合は常時従事する職業を記載

	
	氏名（ふりがな）
	※　個人の場合は記載不要

	
	連絡先
	〒

※　個人の場合は記載不要

	
	電話番号

（代表・直通）
	（自宅）

（職場・携帯）

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	E-mailアドレス
	※　本欄も必ず記載

	市町村担当者
（推薦がある場合）
	市町村名
	

	
	部署・役職
	

	
	氏名（ふりがな）
	
	押印又は署名


	
	連絡先
	〒

（電話番号）　　　　―　　　　―

	指導教員（学生のみ）
	所属・役職
	

	
	氏名（ふりがな）
	
	押印又は署名



	
	連絡先
	〒

（電話番号）　　　　―　　　　―


（様式２）

	受付番号
	


平成２１年度半島らしい暮らし・産業創生調査　取組提案書

＊記入欄のスペースが足りない場合は、適宜広げてください。
	１．対象地域
（１）地域名：

※　提案に係る取組の対象となる都道府県・市町村名、集落名等をフリガナ付きで記載
　　　※　半島振興法に基づき指定された半島振興対策実施地域であることが必要
（２）地域の状況：

※　提案の背景となる対象地域の状況（例：人口・年齢別人口、農林水産業、商工業の立地、医療・福祉、
地域コミュニティ等）をできる限り定量的に記載


	２．提案に係る取組の概要
（１）取組の名称及び趣旨

名称：

趣旨：

※　地域の状況を踏まえた提案に係る取組の趣旨を２００字程度で要約して記載

（２）関連する取組の実績、提案に係る取組との関係等
※　提案に係る取組に関連する取組を過去に実施し、又は現在まで継続して実施してきている場合は、当該
取組の実績、進捗状況、提案に係る取組との関係（連続性・成果の活用の有無、取組内容の異同　等）に
ついて記載（複数可）

※　該当する取組がない場合は記載不要


	（３）取組の具体的な内容・必要性
※　提案に係る取組の具体的な内容及び対象地域の振興の観点から見た必要性を記載
（４）半島地域における先導性

※　提案に係る取組が、半島地域の制約等の克服や半島地域ならではの資源、文化等の活用につながる先導
性を持つと考える理由を記載

（５）次年度以降の持続可能性
※　提案に係る取組の成果を次年度以降どのように自立的に維持・発展させていくのかについて、資金面も
含めた具体的な展望を記載



	３．取組の実施体制
（１）参加・協力体制

※　提案に係る取組に参加・協力する組織・団体、人物等の名称（氏名）、役割分担、意思決定のプロセス、
全体マネジメントの方法等を具体的に記載



	（２）他の事業等により財政的支援を受けて実施する取組との区分、相乗効果等

事業等の名称

支援機関

内容の区分

期待される相乗効果

※１
※２
※３
※１　財政的支援を行う国の機関、地方公共団体等の名称（内閣官房、○○省、○○（道府）県等）を記載

※２　当該事業等による取組の内容及び本調査による取組の内容との区分について記載

※３　両者を一体的に実施することにより期待される相乗効果について記載

※４　該当する取組がない場合は記載不要
（３）自己資金の確保
※　提案に係る取組の実施に当たって、「地域からの価値提供」を含めた自己資金の確保、「地域からの価値

提供」の活用等をどのように行うのかを記載（具体的な収支計画、貨幣換算等は４．及び５．に記載）


	４．その他のアピール・ポイント
※　１．～３．に記載した事項以外に提案のアピール・ポイントがあれば自由に記載



	作業／活動（日程）

作業／活動の内容（回数、参加者、参加人数、場所　等）

１．○○○○　○月○○日～○○日
・○○○○○○○○（会議○回、○○○○、○○○○を始め○名程度

の参加、各○時間程度を予定）
・○○○○○○
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
10．
11．
12．
13．
14．
15．
５．取組計画

提案に係る取組の実施に係る作業／活動を時系列に従って記述してください。



	６．収支計画表
＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　　目

金　　　額

内　　　　訳

自己資金（金銭的資金のみ）

１　自己拠出金
２　○○○
３　○○
４　○○○○
※　取組主体が拠出する資金のほか、取組を実施する過程で見込まれる収益、寄付金その他調査費以外の金銭的資金について、科目ごとに金額及び具体的な内訳を記載
※　他の事業等による取組に係る財政的支援その他の収入は記載しないこと。
自己資金（金銭）計（a）

調査費申請額(b)

※１
収入合計（c）=（a）＋(b)

※２
※１　７．「地域からの価値提供」計算表の合計欄の金額以下で５０万円（個人の場合は２０万円）が上限
※２　＜支出の部＞の活動費合計と同額となることが必要
＜支出の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　　目

金　　　額

内　　　　訳

１　○○○
２　○○○○○
３　○○○○
４　○○○
５　

６　

７　

※　募集要領４．（４）、（８）に十分留意の上、科目（有償ボランティア等の人件費、会議費、製作・印刷製本費、通信運搬費、消耗品費、諸謝金等）ごとに、金額及び取組の具体的内容に沿った内訳を記載
※　報告書の作成経費は計上可
※　他の事業等による取組に係る支出は記載しないこと。
活動費合計

※３
※３　＜収入の部＞の収入合計と同額となることが必要



	７．「地域からの価値提供」計算表
（単位：千円）

科　　　目

金額

内訳

自己資金（金銭的資金）（a）

※１
地域からの価値提供（非金銭的資金）

物品

の

提供

提供内容
○（作業／活動項目）
　・（提供内容）
　・

○
　・
○

　・

　・

　・
○○○円×○［○○漁業協同組合］

※　別紙「自己資金の確保と『地域からの価値提供』についての考え方」を参照の上、５．取組計画の「作業／活動」の項目ごとに提供内容、金額及び具体的な内訳を記載

※　各内訳の末尾に提供（予定）者（地域の住民、団体、事業者等）の氏名・名称を記載
※　金額は物品の標準的な対価（小売価格、賃借料等）等を勘案して算定
物品の提供計（d）

ボランティア等による役務の提供

提供内容
○（作業／活動項目）
　・（提供内容）
○
　・
　・

○
　・
　・
　・
１人×○時間×2.5千円×○回

［△△△△氏（株）○○○○］

○人×○時間×0.5千円×○回
［△△地区農業青年クラブ］

※　別紙「自己資金の確保と『地域からの価値提供』についての考え方」を参照の上、５．取組計画の「作業／活動」の項目ごとに提供内容、金額及び具体的な内訳を記載

※　各内訳の末尾に提供（予定）者（学識経験者、技術者等の専門家、地域の住民、団体、事業者等）の氏名・名称を記載
※　単価については、原則として
・一般的な役務の提供

　　人数×時間×0.5千円×回数で算出

・専門的な知識又は能力を伴う役務の提供

　　人数×時間×2.5千円(上限)×回数で算出

　　ただし、当該役務の標準的な対価が社会通念上明らかである場合は、当該標準的な対価を単価として用いることも可能
役務提供計(e)

合計（a）＋（d）＋（e）
※２



※１　「自己資金（金銭的資金）(a)」欄には、６．収支計画表の「自己資金（金銭）計(a)」欄の金額を記載
※２　６．収支計画表の「調査費申請額(b)」欄の金額以上となることが必要
	８．その他
※　参考となる資料、写真、過去に実施した関連する取組の成果物等があれば自由に添付
































































